エイヨウシ オ メザス ガクセイ ニヨル チイキ ジュウミン オ タイショウ トシタ ショクイク ジッセン by 坂本 千科絵 et al.
－ 161 －
栄養士を目指す学生による地域住民を対象とした食育実践
1．はじめに
近年、地（知）の拠点整備事業 1）の一環とし
て、大学・短期大学が地域コミュニティの中核
的存在となり、地域の再生・活性化に取り組む
ことが求められている。本学でも平成 22年度に
は「宇治市と京都文教大学並びに京都文教短期
大学との連携協力に関する協定書」が締結され、
平成 26 年度に開催された連携協力懇談会では、
食育が連携分野のひとつとして提案されてい
る。
一方、栄養士を目指す学生には、コミュニケー
ション力やチームワーク力などの汎用能力に加
え、専門職としての職業感、倫理観、および使
命感を身につけることが求められる。このよう
な資質を高めるためには、正課科目に加えて、地
域住民への情報発信やイベントの計画・実施に
学生が主体的に取り組むことが有効であると考
えられる。
これらを鑑み、食物栄養学科では、地域住民を
対象とした食育活動に積極的に参画してきた2～4）。
本報では、平成 24、25 年度に行った宇治市内に
おける食育活動の実践報告を行う。
2．方法
1）実践期間
平成 24 年 4 月～平成 26 年 3 月
2）実践者・実践対象者
実践活動の概要を表 1に示した。
地域イベントでの食育については、活動趣旨
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表 1　活動概要
実施日 活動 実践者 実践対象者
平成 24 年 7 月 1 日 食育劇と料理教室
食物栄養学科2回生　11名
（食育クラブ所属）
槇島地域近隣小学生　1～6年生
20 名
平成25年11月24日
地域イベントでの
食育
食物栄養学科2回生　11名
（食生活研究履修者）
宇治市近隣住民　　7～ 80 歳
38 名（男性 9名、女性 29 名）
平成 26 年 2 月 15 日 食育劇と料理教室
食物栄養学科 2回生　6名
（食育クラブ所属）
宇治市立K小学校　2～ 6年生
29 名（男子 6名、女子 23 名）
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の説明を聞き参加を希望した者（食生活研究履
修生）、食育劇と料理教室については、課外活動
の一環として食育クラブが実践者となった。
3）アンケートの実施
料理教室「野菜をしっかり食べよう！」およ
び地域イベントでの食育終了後、実践対象者お
よび実践者に対し自記式アンケートを行った。
実践対象者のうち、料理教室参加者には本報
取り組み内容への評価および食習慣について、
地域イベントでの食育参加者には本報取り組み
内容への評価および今後の活動について調査し
た。また、実践者である学生には終了後、それ
ぞれ食育実践の振り返りを行い、食育実践を行
うにあたって必要な能力について自由記述によ
る回答を得た。
3．活動内容
1）食育劇と料理教室
（1）「昔話に出てくるおやつを作ろう！」
宇治市槇島地域のコミュニティセンターから
小学生向け食育教室の依頼があった。
学生が昔ばなし「ももたろう」をモチーフと
した食育パロディ劇を創作し、ももたろうはお
腹の調子が悪かったが、仲間と一緒に「食物繊
維たっぷりのきびだんご」を食べることで元気
になって鬼退治ができるというストーリーにし
た。
劇を鑑賞後、物語中の「きびだんご」を小学
生と共に作成した。市販の料理本 5）をアレンジ
し、米粉ときび粉で作成した生地に、食物繊維
が豊富な食材であるさつまいものあんを入れた
ものを「きびだんご」としてレシピ（図 1）を作
成した。きびだんごの調理方法を短期大学生が
小学生に指導し、一緒に調理を行った後、参観
に来た保護者と共に試食を行った。
図 1　きび団子レシピ
（2）「野菜をしっかり食べよう！」
小学校および PTAが連携して行う土曜活用
事業の一環として依頼があった。
野菜をしっかり食べることと地産地消を目的
とし、献立作成（ドライカレー・柿なます）と
食育劇「いちじくカレーでみんな元気！」の創
作を行った。実施計画を表 2に示す。
学生が創作した食育劇「いちじくカレーでみ
んな元気！」は、自分達で収穫した野菜・果物
を好き嫌い無く食べることで主人公が元気にな
るというストーリーである。
児童は劇を鑑賞後、劇中に登場した野菜や果
物を使ったドライカレ （ー図 2）を学生が指導者
となり小学校の調理室で共に作成した。
また、学生があらかじめ作成した柿なますも提
供し、児童・保護者・学生が一緒に試食をした。
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表 2　実施計画
時間 内容 場所 準備物
9:00 実施者集合
9:15
参加者受付・
グループ毎に着席
ランチ
ルーム
名札
9:30 ～
9:45
自己紹介
食育劇（約 10 分）
調理を始めるにあ
たっての注意
ランチ
ルーム
衣装
小道具等
プリント
（ルール）
家庭科教室に移動
10:10 ～
10:50
料理教室
「ドライカレー」
家庭科
教室
プリント
（レシピ）
10:50 ～
11:20
試食
家庭科
教室
11:20 ～
11:40
片付け・まとめ
写真撮影
家庭科
教室
アンケー
ト
12 時には終了
図 2　いちじくのドライカレーレシピ
2）地域イベントでの食育
主催者より、本イベント参加者の大半が 60 歳
以上という事前説明があった。
テーマである「主食・主菜・副菜を組み合わ
せて理想的な栄養バランスを！」は、正課の栄
養士校外実習における「高齢者施設において、利
用者から食事バランスなど栄養に関する質問を
多く受けた」という学生の体験をもとに選定し
た。当日は、主食（穀類）・主菜（たんぱく質源
となるもの）・副菜（野菜を多く使用し、ビタミ
ン・ミネラルの給源となるもの）を揃えると簡
単に栄養・食事バランスが整うことを説明し、ク
イズを兼ねたビンゴゲーム（図 3）を行った。ビ
ンゴゲームにすることで、参加者が最後まで興
味を持って参加できるよう計画した。（表 3）。
図 3　ビンゴカード（例）
表 3　実施計画
司会 メンバー
0-2 分 挨拶 礼
2-7 分
主食・主菜・副菜の
説明、摂り方の注意
説明にあわせて
カード示す。
7-9 分 ゲームルール説明
ビンゴカードの
配布
9-11 分
参加者の
解答時間
客席の巡回
11-25分
答え合わせ
ビンゴゲーム
賞品を渡す
25-30分 まとめ・挨拶 礼
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4．結果および考察
1）実践対象者による評価
（1）食育劇と料理教室
①「昔話に出てくるおやつを作ろう！」
ももたろうの食育劇を先に行い、子ども達の
きびだんごに対する興味関心を高めた直後にき
びだんご作りを教えたので、子ども達はきびだ
んごのイメージを持って楽しく熱心に取り組む
様子が見られた。子ども達にとって、団子を丸
めるという調理操作を初めて体験する者も多
く、出来上がった時は、保護者に自慢する子ど
もも多く見られた。
写真 1　食育パロディ劇　「ももたろう」
②「野菜をしっかり食べよう！」
休日である土曜日の活用事業として企画した
ためアンケートで参加理由を聞いたところ、「友
達が行くから」が最も多く、45％、次いで「自
分で面白そうだと思ったから」38％、「親のすす
め」17％であった。また、参加児童の食生活状
況では、朝食の摂取状況が「毎日食べる：83％　
週 2回以下：10％」であり、野菜の摂取状況は
「1 日 3 回食べる：31％　1 日 1 ～ 2 回食べる：
66％」であった。平成 22 年度児童生徒の食生活
実態調査 6）によると、朝食を「必ず毎日食べる」
と答えた児童生徒は小学校全体で 90.5％、「週 4
～ 5 日食べないことがある」は小学校全体で
1.0％である。参加児童は高学年の割合が多く、生
活時間の乱れが朝食欠食と関連している可能性
がある。
学生が創作した食育劇・料理教室については、
「食育劇の内容が理解できた」が 100％であり、
これは内容が低学年向けであり、時間も非常に
短かった（7～ 8分）ことが理由である。
料理教室で作成したいちじくカレーについて
は「おいしかった」と答えた者が 93％であり、
児童が苦手な食材（いちじく、にんじんなど）を
劇中で取り上げたことが料理教室での興味・関
心を深め、評価につながったと考えられる。
写真 3　料理教室（いちじくドライカレー）
写真 2　食育劇
「いちじくカレーでみんな元気！」
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（2）地域イベントでの食育
アンケート（n=38）より、「主食・主菜・副菜
について知っていた：83％」、「今後、主食・主
菜・副菜を揃えた食事を実践しようと思う：88％」
など、地域イベントでの食育に自ら参加する住
民の健康に対する意識の高さがうかがえた。ま
た、クイズの内容を理解できたと答えた者は
93％であり、さらには「豆知識クイズとビンゴ
ゲームの融合のアイデアは大変良かった」とい
う意見もあり、学生の狙いである「参加者が最
後まで興味を持って参加できる」ことが達成さ
れたと考える。
食育の内容とは別に、「このようなイベントの
進行の担当はどのような人が良いか？（複数回
答可）」の質問には、回答に「学生」を含めた人
が 55％であった。参加者は、学生が進行に取り
組む姿に好感を持ち、講座内容に興味を持って
積極的に参加することが推察される。
写真 4　ビンゴゲーム
2）実践者の自己評価
各活動に参加した学生の自由記述意見から抽
出された内容は以下の通りである。
・ コミュニケーションスキルの重要性に気づい
た。特に、成人（高齢者）対象の地域イベン
トでの食育参加学生の 73％が最も重要なもの
をコミュニケーション力と回答した。
・自ら課題を発見し解決する力が必要と感じた。
地域イベントでの食育参加学生の 45％がコ
ミュニケーション力または課題発見・解決する
力を上位に回答していた。土曜教室参加学生か
らも同様の感想があった。
・ 準備の段階から当日の流れや段取りを考えて
取り組むことが必要と考えた。
地域イベントでの食育参加学生の中で 55％の
学生が「段取りを考えて取り組むこと」を 3～ 4
番目に上げていた。
また、個々の意見として「質問にうまく対応
できずルールをきちんと理解してもらうのが難
しかった（地域イベントでの食育）。」や「洗い
物を嫌がる子どもがいたので、片付けまできち
んと行うことを教えるのも重要である（土曜活
用事業）。」など、自分達の専門的知識や技術を
伝えるためにも、コミュニケーション能力、チー
ムワーク、リーダーシップなどの汎用能力が必
要であると感じた学生もいた。
短期大学生が自覚する社会人基礎力の不足感
に関する調査 7）では「発信力」が一位、次に「働
きかけ力」が続いている。本報で学生が回答し
たコミュニケーション力は、これらの力を指す
と考えられ、他の短期大学生が感じていること
と同様である。しかし、栄養士課程の学生はそ
の専門的知識・技能の特性上、地域と連携し学
生時代に経験を積む機会が他の専攻より多く、
コミュニケーション力をより培うことが期待で
きる。また、地域と連携しながら学生の実践能
力育成を試みた報告 8）では、学生が教材作成に
は熱心に取り組むもののその活用（実践能力）に
ついては課題が残るとある。本学学生も同様の
様子が見られたため、今後は、実践活動後の反
省・まとめに加え、実践活動への複数回の参加
等も検討する必要がある。
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5．まとめ
栄養士を目指す学生が主体的に取り組み、地
域住民を対象とする食育を実施した。地域住民
を対象とした実践的な取り組みは、学生が幅広
い対象者への効果的な食育を行うためには汎用
能力や技能を兼ね備えるべきであることに気付
く機会となった。また、学生自らが工夫した点
を評価されたことで、自信を得て、将来地域の
健康づくりの担い手としての食育の実践者にな
ることを自覚することができ、また、栄養教育
の重要性を理解する一助になったと考えられ
る。
今回報告したような実践教育では、学生が学
んだ知識や技能を学外で実践し、評価を受け、課
題を整理して改善するという、一連のプロセス
を踏むこと（PDCAサイクル）により、汎用的
および専門的学習の成果が期待できる。今後は、
PDCAサイクルを前提としたプログラムを設定
し、学生・教員間で評価を行い、正課科目とも
連携させていくことが求められる。
また、このような学外での実践教育では、実
施場所の確保が課題となる。24，25 年度では、
学生が地域に出向いて食育の実践を行ったが、
今後は、短期大学での開催も積極的に進めてい
くことが望まれる。学生には、普段使い慣れた
設備で、事前準備等がスムーズに行える点がメ
リットとなり、地域住民にとってはアクセスし
やすく、短期大学の物的社会資源としての地域
貢献が期待できる。
さらに、短期大学のHP等を利用して、健康づ
くりに関する情報、食育イベントの告知を行っ
ていくなど、短期大学が地域の健康づくりの情
報発信源の一つになりうるかの検討を加えてい
くことも必要であると考えられる。
本研究は、平成 24・25 年度京都文教短期大学
特別研究費助成を受けて実施したものである。
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